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令和 7年 4月 30日 

 

 

 

団体所在地 廿日市市串戸 2丁目 13-3 

団体の名称 社会福祉法人にこぷらす 

職 ・ 氏 名 園長 垰 良治 

（施設名 公私連携型保育所 串戸保育園） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・極楽寺山、散策 

・公園散策 

・夏野菜植え 

・さつまいも植え 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・川遊び 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・お泊まり保育 

・公園散策 

・芋ほり 

・焼き芋 

・登山 

・火起こし 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・アグリファーム（牧場） 

・雪遊び 

・登山 

・公園散策 

・火起こし 

・飯盒炊飯 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

○保育園近くの畑で自然を感じながら遊ぶ。 

・保育園の近くにも畑を借りていて、自然を感じる

ことのできる場所がある。そこでは、芋を植え、収

穫するなどの食育体験や自然のもので遊ぶことが

できる。園庭だけでなく活動できる場所があり、乳

児クラスから自然を身近に感じられるようになっ

ている。 

幼児クラスになると、葉っぱや木を使って、何かを

つくったり、見立て遊びやごっこあそびに用いて、

想像力、発想力を高めながら遊んでいる。 

虫や植物で四季を感じられたり、今までなかったも

のが生えていたり、様々な変化を楽しむことがで

き、大人の視点とはまた別に、子ども達の発見に驚

かされる瞬間もあり、素敵な時間を過ごせている。 

 

（エピソード記述） 

○宮島での川遊び 

・夏になると年長児が宮島に川あそびに行ってい

る。 

いつもとは違う雰囲気の中、グループ園との交流も

兼ねて、充実した時間を過ごすことができた。 

カニを探したり、水辺の生物をみつけて楽しむ姿も

見られた。自ら様々な場所、生物に興味を持って長

い時間遊びに入り込んでいる姿が見られた。水が苦

手な子も最初は浅瀬などで楽しみながら、徐々に活

動が大きくなっている姿が見られた。 

子どもの見守りに徹する保育者など、水辺での活動

では、安全を確保できるように保育者の役割などを

明確にした上で子ども達と楽しめるようにしてい

くことができた。 

 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

○お泊まり保育 

・年長になるとお泊まり保育を実施する。お泊まり

保育に向けて、様々な山に挑戦してきた年長児だ

が、その集大成として、弥山に挑戦した。 

こども達同士で「頑張って」などと鼓舞する声や、

登頂に近づくほどきれいになる景色に目を向けて

「すごーい！」などと言った感嘆の声が出たりして

いた。全員で登頂をした達成感からまた一つ、年長

のワンチームとしての気持ちが強くなった様子だ

った。 

いつもの活動だけでは収まることなく、今までの自

然活動の経験から、クッキングなども子ども達が自

ら動き、それらを達成する様子が見られて、大きく

成長したお泊まり保育となった。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

○雪の中で火おこし→クッキング（豚汁） 

・雪の降る日、火おこしをして豚汁を作る活動を行

った。年長になった 4月から火おこしに挑戦してき

た。まずは、マッチの使い方から燃えやすい資材は

何なのか、自然の中から見つけ出すところから始ま

った。最初はなかなか火がつかないことに悩み、試

行錯誤しながらだったのが、この学びや経験がこの

頃になるとスムーズに火をつけれるようになり、

「これが、火がつきやすいんよ！」とたくさんの声

が上がるようになった。 

雪の降る寒い日に自分達で作った豚汁は体に染み

て、感動を覚えた子ども達だった。 

これらの経験から、この 1年で当法人の理念である

「生きる力」を育むことができた。 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

 ・メディックファーストエイド（救急法）の取得 

 ・園で自然保育実践者の募集（コンポストやグリーンカーテン） 

 ・法人全体での自然保育の園内研修 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

 ・地域の方と焼き芋作り 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

 ・保育参観などで保護者も自然活動体験 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

ホームページ https://www.nikoplus.jp 

Instagram 

https://www.instagram.com/_nikoplus_?igsh=YTM0NmRqNDlobTE1&utm_source=qr 

ティックトック https://www.tiktok.com/@_nikoplus_?_t=8lx3BcxBzwl&_r=1  

公式ライン https://lin.ee/xOzeKOi  

 

https://www.nikoplus.jp/
https://www.tiktok.com/@_nikoplus_?_t=8lx3BcxBzwl&_r=1

